
令和４年 10 月 1 日発行 
町の鳥：ひばり　町の花：れんげ　町の木：おとめ椿

人　口	20,937 人 [751]	(＋		9	[＋		1])
　男	 10,484 人 [308]	(－		7	[－		3])
　女	 10,453 人 [443]	(＋16	[＋		4])
世帯数	 9,326 戸 [348]	(＋		8	[±		0])

まちの動き 9月1日現在（前月比）
※内、[　] は外国人数
※平成 24年 7月 9日
から人口・世帯数は
外国人住民を含んだ数
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木
漏
れ
日
に

　

秋
色
き
ら
り



子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
を

18
歳
年
度
末
ま
で
に
拡
大
し
ま
し
た

　

７
月
号
で
も
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
が
、令

和
４
年
10
月
か
ら
子
育
て
医
療
費
の
助
成
を
通

院
・
入
院
と
も
に
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
、最
初

の
３
月
31
日
ま
で
に
拡
大
い
た
し
ま
し
た
。

◆
今
年
度
16
歳
～
18
歳
に
な
る
方
が
い
る
世
帯　

　
（
婚
姻
さ
れ
て
い
る
方
を
除
く
）　

・
ま
だ
申
請
が
お
済
で
な
い
方

　

７
月
末
に
申
請
書
を
送
付
し
て
い

　

ま
す
の
で
、保
護
者
の
方
は
お
早
め

　

に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
す
で
に
申
請
さ
れ
た
方

　

有
効
期
限
が
18
歳
年
度
末
ま
で
の

　

受
給
者
証
を
発
送
し
て
い
ま
す
の

　

で
、ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
今
ま
で
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方

　

が
い
る
世
帯

　

有
効
期
限
が
18
歳
年
度
末
ま
で
の
受
給
者
証
を

　

発
送
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
確
認
を
お
願
い
し

　

ま
す
。な
お
、古
い
受
給
者
証
は
破
棄
し
て
く
だ

　

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
町
民
窓
口
課　
子
育
て
支
援
医
療
係

　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）

等
の
み
か
ら
な
る
世
帯（
親（
課
税
）に
扶
養
さ

れ
て
い
る
大
学
生（
非
課
税
）の
単
身
世
帯
や
、

子（
課
税
）に
扶
養
さ
れ
て
い
る
両
親
の
世
帯

（
非
課
税
））は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

支
給
額

　

１
世
帯
当
た
り
１
５
０
０
０
円

　

手
続
方
法
等

（
１
）住
民
税
非
課
税
世
帯
等

　

対
象
と
な
り
う
る
世
帯
の
世
帯
主
の
方
宛
て 

に「
支
給
要
件
確
認
書
」を
郵
送
し
ま
す
。内
容

を
確
認
し
、必
要
事
項
を
記
入
の
上
、返
信
し

て
く
だ
さ
い
。

※
返
送
期
限
：
確
認
書
の
発
行
日
か
ら
３
か
月
以
内

（
２
）家
計
急
変
世
帯
等

　

必
要
書
類（
給
与
明
細
な
ど
の
収
入
が
わ
か
る

書
類
）を
添
付
の
上
、申
請
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
（
１
）の「
支
給
要
件
確
認
書
」が
送
付
さ
れ
る

世
帯
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
請
期
限
：
令
和
5
年
1
月
31
日

　
（
土
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く
）

問
い
合
わ
せ

　
福
祉
介
護
課	

長
寿
社
会
係（
☎
２
７
５
‐
8
7
8
4
）

令
和
５
年
度 

保
育
園
等
入
園
申
し
込
み
に
つ
い
て

  

事
務
手
続
き
説
明
会

　
※
本
年
度
は
開
催
い
た
し
ま
せ
ん
。

事
務
手
続
き
に
関
す
る
ご
質
問
は

子
育
て
支
援
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

  

入
園
資
料
配
布
場
所

　
町
内
各
保
育
園
、認
定
こ
ど
も
園
等
お
よ
び
子
育

て
支
援
課　
※
10
月
３
日（
月
）以
降
予
定

  

申
込
書
提
出
日

　
日 

時　
11
月
16
日（
水
）・
17
日（
木
）・
18
日（
金
）

	

正
午
～
午
後
６
時

　
　
　
　

※
時
間
内
に
提
出
で
き
な
い
場
合
は
、

　
　
　
　
　

 

事
前
に
園
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
場 

所　
第
一
希
望
の
保
育
園
ま
た
は

	

認
定
こ
ど
も
園
等

　
※
町
外
園（
２・
３
号
）へ
の
申
し
込
み
を
希
望
す

る
方
は
、11
月
４
日（
金
）ま
で
に
子
育
て
支
援

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※	

認
定
こ
ど
も
園
（
１
号
）
を
希
望
す
る
方
は
、

直
接
園
へ
入
園
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い

  

問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課
（
☎
２
６
７
‐
５
２
５
５
） 

  

入
室
対
象
者

　
令
和
５
年
度
に
小
学
校
１
～
６
年
生

で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童

　
● 

ひ
と
り
親
就
労
家
庭

　
● 

両
親
就
労
家
庭

　
● 

昼
間
保
護
者
の
い
な
い
家
庭

  

申
込
み
期
間

　
令
和
４
年
１1
月
１
日（
火
）
～
１８
日（
金
）

  

申
込
書
の
提
出

　
申
込
書
等
の
提
出
は
、
通
学
（
予
定
）
小
学
校
区
に

お
け
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
児
童
館
）
へ
保
護
者
の

方
が
直
接
持
参
し
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

  
申
込
書
の
入
手
方
法

　
10
月
３
日
（
月
）
以
降
、
通
学
（
予
定
）
小
学
校
区

の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
児
童
館
）
で
配
布
し
ま
す
。

  

定　

  　
員

　
押
原
児
童
館　
　
　

 
60
名	（
押
原
小
学
校
区
）

　
西
条
児
童
館　
　
　

 
60
名	（
西
条
小
学
校
区
）

　
常
永
児
童
館　
　
　

 

160
名	（
常
永
小
学
校
区
）

　
児
童
セ
ン
タ
ー　
　

 

40
名	（
西
条
小
学
校
区
で
清
水　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
居
に
お
住
ま
い
の
方
）

  

利　
用　
料    

  

２
０
０
０
円
／
月

  

預
か
り
時
間

　
平
日
は
小
学
校
授
業
終
了
後
～
午
後
６
時
30
分

　
（
月
１
回
土
曜
日
預
か
り
有
）

※	

夏
休
み
等
の
小
学
校
休
校
時
の
平
日
は
、
午
前
８
時

か
ら
午
後
６
時
30
分
ま
で

※	

夏
休
み
中
の
土
曜
日
は
休
館
。
夏
休
み
の
み
の
利
用

は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

  

問
い
合
わ
せ

押
原
児
童
館	

（
☎
２
７
５
‐
６
４
６
２
）

西
条
児
童
館	

（
☎
２
７
５
‐
９
６
１
６
）

常
永
児
童
館	

（
☎
２
７
５
‐
０
３
５
８
）

児
童
セ
ン
タ
ー	

（
☎
２
３
３
‐
１
１
５
２
）

子
育
て
支
援
課	

（
☎
２
６
７
‐
５
２
５
５
） 

※	

例
年
行
っ
て
お
り
ま
し
た
「
申
込
み
説
明
会
」
に
つ

い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
３
密
状

況
を
避
け
る
た
め
行
い
ま
せ
ん
。
利
用
等
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
、
各
児
童
館
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
保
護
者
が
日
中
に
就
労
や
疾
病
の
た
め
留
守
を
し
て
い
る
家
庭
の
児
童
（
小
学
生
）

を
対
象
に
、
放
課
後
や
夏
休
み
中
の
児
童
の
預
か
り
を
行
う
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
５
年
度
の
利
用
児
童
の
募
集
を
行
い
ま
す
の
で
、
入
室
を
希
望

さ
れ
る
方
（
現
在
入
室
の
方
含
む
）
は
左
記
申
込
み
期
間
内
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

令
和
５
年
度 

昭
和
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
児
童
の
募
集
に
つ
い
て

　

来
年
４
月
か
ら
、
新
た
に
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
（
２
・
３
号
）
等
へ
の
入
園
を

希
望
す
る
お
子
様
の
申
込
手
続
き
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
入
園
資
料
を
ご
確
認

い
た
だ
き
、
手
続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
園
の
概
要
や

見
学
等
に
つ
い
て
は
、
直
接
各
園
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

認定こども園

押原こども園 昭和町押越 84 （☎ 275-6878）
ふるるこども園 昭和町築地新居 2289-5 （☎ 298-4130）
昭和こども園 昭和町西条 4185-2 （☎ 275-4252）
富士桜学院 昭和町押越 766 （☎ 240-7722）
げんき夢こども園 昭和町河東中島 748-2 （☎ 268-5577）

保育園
常永保育園 昭和町河西 743-1 （☎ 275-6464）
上河東保育園 昭和町河西 1608-1 （☎ 275-3588）
第二上河東保育園 昭和町上河東 521 （☎ 275-3846）

小規模保育 押原きっず 昭和町押越 22-1 （☎ 288-0030）
昭和コティ保育園 昭和町西条 2264-1 （☎ 215-7918）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

る
失
業
や
収
入
減
少
し
た
方
々
へ
、速
や
か
に

生
活
・
暮
ら
し
の
支
援
を
行
う
た
め
、令
和
４

年
度
の
住
民
税
所
得
割
非
課
税
世
帯
等
に
対

し
、1
世
帯
当
た
り
１
５
０
０
０
円
を
支
給
し

ま
す
。

 

注 

意

　

令
和
４
年
度「
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対

す
る
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
」の

支
給
対
象
と
な
っ
た
世
帯
は
対
象
外
で
す
。

　

支
給
対
象
世
帯
等

（
１
）住
民
税
非
課
税
世
帯
等

　

基
準
日（
令
和
４
年
６
月
１
日
）に
お
い
て
昭

和
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
世
帯
全
員
の
令
和

４
年
度
の
住
民
税
所
得
割
が
非
課
税
の
世
帯

（
２
）家
計
急
変
世
帯
等

　

令
和
４
年
１
月
以
降
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
家
計
が
急
変

し
、前
記（
１
）の
世
帯
と
同
様
の
事
情
に
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯
等

※（
１
）（
２
）と
も
に
令
和
４
年
度
分
の
住
民

税
所
得
割
を
課
税
し
て
い
る
者
の
扶
養
親
族

生
活
困
窮
者

緊
急
生
活
支
援
金
に
つ
い
て
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超
高
齢
社
会
を
迎
え
た
日
本
で
、
今
あ
ら
た
め
て
注
目
さ
れ
て
い

る
の
が
、
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
の
仕
組
み
で
す
。

　

い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
昭
和
町
に

し
て
い
く
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
の
支
え
合
い
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん

と
創
り
だ
し
て
い
く
第
一
歩
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
す
。

開　
催　
日　
11
月
12
日
（
土
）

時　
　
間　
午
後
２
時
～
３
時
30
分
（
受
付
開
始 

午
後
１
時
30
分
）

場　
　
所　
昭
和
町
総
合
体
育
館
（
昭
和
町
押
越
１
０
０
１
）

定　
　
員　
１
０
０
名
程
度

対　
　
象　
支
え
合
い
・
助
け
合
い
の
地
域
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
方

持　
ち　
物　
上
履
き
（
ス
リ
ッ
パ
等
）

申　
　
込　
福
祉
介
護
課
ま
た
は
町
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
電
話
で
申
し
込
み

申
込
締
切　
10
月
20
日
（
木
）　

※
先
着
順

申
込
・
問
い
合
わ
せ　
　
　

昭
和
町
役
場
福
祉
介
護
課
（
☎
２
７
５

－

８
７
８
４
）

昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
２
７
５

－

０
６
４
０
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

状
況
に
よ
り
、
中
止
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
当
日
は
マ
ス
ク
の
着
用

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

参
加
無
料

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内
容

①
「
今 

助
け
合
い
を
広
げ
る
と
き
」

　
　
　
【
講
師
】
公
益
財
団
法
人
さ
わ
や
か
福
祉
財
団　
　
理
事　
鶴
山 

芳
子 

氏

② 

甲
州
弁
寸
劇 

ど
こ
に
で
も
あ
る 

ふ
つ
う
の
話
「
あ
っ
た
か
　
ゆ
る
や
か
　
さ
さ
え
あ
い
」

　
　
　
八
田
ふ
れ
あ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
っ
て
な
に
？

防災行政用無線の放送内容が確認できます

防災行政用無線の放送内容を
電話で聞くことができます。

◎フリーダイヤル
　☎ 0800-800-9103
◎有料電話
　☎ 055-275-9003

防災行政用無線の放送内容をテレビで見ることができます。

①テレビの11チャンネル（ＮＮＳ）を入れる。
②リモコンの ｄボタン 

4 4 4 4

を押す。
③『県・昭和町からのお知らせ』から
　『防災無線情報
　　　（しょうわ安全・安心マップ）』を選ぶ
※災害時には避難情報や避難所の情報も確認できます。
※夜間や早朝、緊急時や諸事情などにより配信できない
　場合があります。

携帯電話やパソコンで確認する

　近年、大雨などによる災害が全国的に増えています。町では大雨による被害が予測される場合、釜無川の
水位を参考にするほか、早朝や夜間にかけて大雨が見込まれ、早めに避難が必要と判断した場合に、『避難所
の開設』や『避難指示』等の避難情報を発令します。「防災行政用無線」を通じて放送します※が、近年の建
物の機密性が高まっていることもあり、悪天候の中、窓を閉め切った建物の中で放送を聞くことが難しくなっ
てきています。（※災害時には防災行政無線のほかに、Ｌアラート、町の公式ツイッターなどの情報発信もします。）

　防災行政用無線の放送内容を確認する方法を知り、日頃から情報収集する習慣を身に着けておきましょう。

※夜間や早朝、緊急時や諸事情などにより配信できない場合があります。

防災行政用無線が聞こえないときは…

電話で聞く（テレフォンガイド）

テレビで見る　
情報収集できるように
準備しておきましょう！

昭
和
町
町
制
施
行
50
周
年
記
念
式
典

自
由
観
覧
の
お
知
ら
せ

　

昭
和
町
が
昭
和
46
年（
１
９
７
１
年
）に
町
制
を
施
行
し
て
か
ら
50
年 

─
。

町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
延
期
し
て
い
た

「
昭
和
町
町
制
施
行
50
周
年
記
念
式
典
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

記
念
式
典
（
午
前
の
部
）
は
関
係
者
の
み
の
参
加
と
な
り
ま
す
が
、

午
後
の
部
で
は
一
般
の
方
も
自
由
に
観
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
押
原
中
学
校

吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
会
や
50
周
年
を
記
念
し
て
製
作
し
た
記
念
動
画
の
放

映
の
他
、
50
周
年
を
記
念
し
た
各
作
品
の
展
示
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
記
念
す
べ
き
イ
ベ
ン
ト
に
、
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

日　
時　
　

10
月
22
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
後
の
部（
自
由
観
覧
）　
午
後
１
時
15
分
～
４
時

場　
所　
　
昭
和
町
総
合
体
育
館

自
由
観
覧
に
つ
い
て

　
・
押
原
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
会

　
・
50
周
年
記
念
動
画
放
映

　
・
50
周
年
記
念
作
品
の
展
示　
な
ど

※
詳
細
に
つ
い
て
は
決
ま
り
次
第
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
総
務
課
（
☎
2
7
5-

８
１
５
３
）

　　◎電子メール（登録制）
携帯電話やスマートフォンのメールアドレスを登録し
ていただくことで、防災行政用無線の内容がメールで
受信できます。

　トップ画面中段　　　　　　　　　　　を選択

　⇒ 『メーリングリスト登録サイト』

・『昭和町情報登録フォーム』URL
　https://www.town.showa.
　　yamanashi.jp/soshiki/4/4579.html
※迷惑メール防止設定をされている方は、
　【town.showa.yamanashi.jp】からのメールが
　受信できるように設定をしてください。

　◎町のホームページ
防災行政用無線の放送内容を町のホームページで
見ることができます。

　トップ画面中段　　　　　　　　　　　を選択

　⇒ 『防災無線情報』

・『防災無線情報』URL
　https://www.town.showa.
　　yamanashi.jp/life/4/30/168/

安全・安心マップ　＞ 安全・安心マップ　＞
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▶町長と語らいのとき
　● お問い合わせください。

（総務課 ☎275-8153）
▶行政相談（※）
　日時：10月19日（水） 

午後1時～３時
　場所：役場別棟2階 会議室(南)

（企画財政課 ☎275-8154）
▶教育相談（※）＊正午～午後１時を除く
　日時：祝日を除く火・水・木の

午前9時～午後4時＊ 
　場所：中央公民館2階 相談室
　（町青少年育成カウンセラー

 ☎275-6951）
▶心配ごと相談
　日時：10月12日（水）
　　　午後1時30分～3時30分
　場所：社会福祉協議会で案内
　＊あらかじめご連絡ください。
　（昭和町社会福祉協議会 

☎267-6774）
▶結婚相談
　● お問い合わせください。
　（昭和町結婚相談所 

☎275-1881）
▶障がい者相談支援センター
　　　　「 穂のか」出張相談
　日時：10月14日（金）・28日（金）
　　　　午前9時～正午
　場所：総合会館1階
　 （福祉介護課 ☎275-8784）

※印の相談は事前連絡不要です。
　直接会場にお越しください。

▶ボカシつくり会
　日時：10月20日（木）
　　　　午後1時～
　場所：総合会館裏

（環境経済課 ☎275-8355）

▶町へのご意見箱（ひとりの声）
　ご意見など、町政についてお気
付きのことをお寄せください。
◦ホームページ
　https://www.town.showa.
　yamanashi.jp/site/chocho/
　5151.html
◦郵送
　〒409-3880 昭和町押越542-2　
　　昭和町役場 総務課  宛

お知らせ

相 談 日

ご意見

※新型コロナウイルス感染症の影響を
考慮し、中止となる場合があります。

　事前にお問い合わせください。

会　
　

場　

押
原
公
園
管
理
棟
２
階
会
議
室

時　
　

間　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

定　
　

員　

25
人
（
先
着
順
）　

特
定
の
回
だ
け
の
受
講
も
可
能
で
す
。

費　
　

用　

無
料

申
込
開
始　

10
月
７
日
（
金
）
か
ら

受
付
時
間　

午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
土
日
祝
除
く
）

　
　
　
　
　

※
毎
回
多
く
の
皆
さ
ま
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

ご
希
望
の
方
は
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
昭
和
町
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課
（
☎
2
7
5

-

8
6
4
1
）

令
和
４
年
度
下
期

　

バ
ン
ド
ネ
オ
ン
、
フ
ル
ー
ト
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア

ノ
に
よ
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
や
独
奏
な
ど
、
様
々
な
形
態
に

よ
る
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　

時　
　

11
月
5
日
（
土
）　

午
後
２
時
30
分 

開
演

　
　
　
　
　
（
開
場 

午
後
2
時
）

場　

所　
　

常
永
小
学
校　

音
楽
室
・
講
堂

申　

込　
　

鑑
賞
を
ご
希
望
の
方
は
、
左
記
ま
で
事
前
に

　
　
　
　
　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
人
数
制
限
あ
り
）

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
地
域
に
開
か
れ
、
地
域
の
皆
さ

ま
と
共
に
あ
る
学
校
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
小
中
学
校

の
音
楽
鑑
賞
教
室
に
招
く
世
界
的
な
音
楽
家
た
ち
の
名
演

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ま
を
対
象
に

し
た
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
の
演
奏
会
で
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
出
身
の
作
曲
家

で
バ
ン
ド
ネ
オ
ン
奏
者
の
ア
ス
ト
ル
・
ピ
ア
ソ
ラ
没
後
30

年
を
記
念
し
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
出
身
の
バ
ン
ド
ネ
オ
ン
奏

者
、
ヴ
ィ
ッ
レ
・
ヒ
ル
ト
ゥ
ラ
氏
（
神
戸
市
在
住
）
を
お

招
き
し
ま
す
。
ま
た
、ア
ン
サ
ン
ブ
ル
神
戸
主
宰
で
フ
ル
ー

ト
奏
者
で
あ
る
矢
野
正
浩
氏
、
ド
イ
ツ
の
名
門
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
、
リ
ン
ツ
・
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
管
弦
楽
団
の
コ
ン
サ
ー

ト
マ
ス
タ
ー
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
の
ハ
イ
ン
ツ
・
ハ
ウ

ノ
ル
ド
氏
、
そ
し
て
、
ル
チ
ア
ー
ノ
・
ル
チ
ア
ー
ニ
国
際

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
最
高
位
を
受
賞
す
る
な
ど
、
県
内

外
で
活
躍
す
る
山
梨
市
出
身
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
小
林
侑
奈

氏
を
迎
え
て
の
室
内
楽
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

　

世
界
的
な
奏
者
た
ち
に
よ
る
芸
術
性
の
高
い
音
楽
を
昭

和
町
の
皆
さ
ん
に
お
楽
し
み
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　

コ
ロ
ナ
禍
で
ま
だ
ま
だ
大
変
な
日
々
が
続
い
て
お
り
ま

す
が
、
音
楽
を
通
し
て
心
豊
か
な
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た

ら
幸
い
で
す
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の
た
め
、
入
場
時
の
検
温
や
体

調
チ
ェ
ッ
ク
、
マ
ス
ク
着
用
に
ご
協
力
く
く
だ
さ
い
。

○
駐
車
場
は
常
永
ゆ
め
広
場
（
常
永
小
南
）
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
（
☎
2
7
5-

８
６
４
１
）

　
　
　

３
年
ぶ
り
の
開
催

室
内
楽
コ
ン
サ
ー
ト

　
　

～
日
本
と
海
外
の

　
　
　
　
　
　
　

世ヴ

ィ

ル

ト

ゥ

オ

ー

ソ

界
的
名
演
奏
家
を
迎
え
て
～

昭
和
町

ピアノ

小林 侑奈
Yuna Kobayashi

（山梨市出身）

バイオリン
ハインツ・ハウノルド
Heinz Haunold

バンドネオン
ヴィッレ・ヒルトゥラ
Ville Hiltula

フルート

矢野 正浩
Tadahiro Yano

第
1
回　

10
月
27
日（
木
）

　

山
梨
の
自
然
が
も
た
ら
す
「
恵
み
」
と
「
災
い
」
は
、
特
徴
あ
る
歴
史
と
文
化
を

育
み
ま
し
た
。

　

下
期
の
歴
史
講
座
で
は
、
地
域
か
ら
県
内
全
体
に
視
点
を
拡
げ
、
や
ま
な
し
の
魅

力
に
迫
り
ま
す
。 昭

和
町
歴
史
講
座 

～
や
ま
な
し
の
魅
力
に
迫
る
～

山
梨
の
ブ
ド
ウ　

－

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
人
気
拡
大
の
背
景

－

　
【
講
師
】
伴
野 

正
明
（
ア
グ
リ
B
＆
C
サ
ポ
ー
ト
代
表
）

甲
斐
の
山
　々

－

そ
の
歴
史
と
魅
力

－

　
【
講
師
】
矢
崎 

茂
男
（
日
本
山
岳
会
山
梨
支
部
理
事
、
元
押
原
小
学
校
教
頭
）

山
梨
の
経
塚
と
廻
国
納
経

　
【
講
師
】
田
代 

孝
（
昭
和
町
文
化
財
審
議
会 

会
長
）

山
梨
の
水
の
祭
り　

－

溢
れ
ぬ
よ
う
に
、
渇
か
ぬ
よ
う
に

－

　
【
講
師
】
丸
尾 

依
子
（
山
梨
県
立
博
物
館
学
芸
員
）

水
害
と
築
堤　

－

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
水
害
の
歴
史
を
振
り
返
る

－

　
【
講
師
】
今
村 

直
樹
（
中
央
市
教
育
委
員
会 

文
化
財
主
事
）

科
学
で
み
る
文
化
財　

－

山
梨
の
文
化
財
の
科
学
調
査
事
例
を
ご
紹
介

－

　
【
講
師
】
西
願 

麻
衣
（
山
梨
県
立
博
物
館
学
芸
員
）

第
２
回　

11
月
24
日（
木
）

第
３
回　

12
月
22
日（
木
）

第
４
回　

１
月
26
日（
木
）

第
５
回　

２
月
22
日（
水
）

第
６
回　

３
月
22
日（
水
）

　満 88 歳の米寿を迎えられた方々へ、町からの米
寿祝いとして、米寿祝金、記念品、町内児童から
の手紙が贈られました。皆さまの一層のご長寿を
お祈りいたします。
　米寿を迎えられた皆さんは、次のとおりです。
　 なお、町では満 100 歳、99 歳、77 歳の方へも
敬老祝金を贈呈しています。

満 88 歳のみなさん 昭和8年9月16日～昭和9年9月15日生まれの方、
敬称略・地区別50音順、年齢基準日　令和4年9月15日

問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
文
化
協
会
事
務
局（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内
）

（
☎
2
7
5-

８
６
４
１
）

令
和
４
年
度

昭
和
町
文
化
祭（
作
品
展
）

　
　
　
　

開
催
の
お
知
ら
せ

　

昭
和
町
文
化
協
会
の
会
員
の
皆
さ
ん
の
作
品
の
展

示
を
行
い
ま
す
。
芸
術
・
文
化
の
秋
‼
た
く
さ
ん
の

方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日　
時　
　

11
月
１
日
（
火
）
～
６
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
７
時
ま
で

　
　
　
　
　

※
土
日
祝
日
は
午
後
５
時
ま
で

　
　
　
　
　

※
11
月
３
日
（
文
化
の
日
）
も
開
催

場　
所　
　

昭
和
町
立
図
書
館　

視
聴
覚
室

西
条
一
区

飯
野
萬
亀
子

柏
木
よ
し
み

木
住
野
好
江

佐
野

　勅
子

志
村
み
ゆ
き

長
澤　
　

子

林

　惠
美
子

藤
原

　金
造

西
条
二
区

秋
山

　佳
江

井
口

　鶴
代

遠
藤

　彌
生

岡
田

　あ
や

長
田

　
　平

加
賀
美

　忠

橘
田

　君
衞

小
林

　啓
子

笹
之
池
満
惠

戸
邉
源
次
郎

中
沢

　賢
彦

深
沢

　健
一

古
屋
よ
し
子

堀
川

　正
昭

依
田

　清
子

清
水
新
居

一
之
瀬
キ
ミ
代

小
覀惠
美
子

中
山

　健
三

西
条
新
田

青
栁

　松
二

安
達
よ
し
子

池
田
チ
ヨ
子

鈴
木

　雪
子

根
岸

　京
子

福
島
き
み
江

宮
﨑

　弘
治

押

越

小
宮
山
公
子

手
塚

　文
枝

山
田

　正
賢

河
東
中
島

輿
石

　善
平

丸
山
惠
美
子

山
下

　孝
弘

紙
漉
阿
原

飯
塚
は
る
子

小
野

　初
子

上
條

　叶
志

形

　
　正

花
形

　保
子

山
口

　春
子

築
地
新
居

石
川

　雪
子

田
中

　
　満

望
月

　文
一

飯

喰

今
澤
き
み
江

今
澤

　佳
幸

河

西

石
原

　松
代

五
味

　
　昭

上
河
東

佐
野

　鈴
子

地
場

　嘉
代

上
河
東
二
区

大
木

　イ
エ

佐
々
木
光
治

平
田

　明
夫

問い合わせ　　福祉介護課　長寿社会係（☎２７５‐８７８４）
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公共施設のこれから
　８月 18・19・21 日に「公共施設のあり方検討会」
を開催しました。これは、老朽化の進む公共施設の再編
に関して町民の意見を直接伺う会で、町の考えの説明後
参加者から施設の増改築や複合化の案のほか、既存の施
設を生かした方策など様々な意見が出されました。町の
計画案を示しつつ、検討会や町ホームページなどから
募った意見を踏まえ、方向性を固めていく予定です。

災害に備えましょう
　８月 28 日（日）、２年ぶりとなる昭和町総合防災訓練が行
われました。規模を縮小しての実施となりましたが、各地区や
消防団から被害状況の報告などの情報伝達訓練のほか、大地震
発災時を想定した各種訓練が行われました。
　地区が主催する防災訓練では、対策本部の設置や区民の安否
確認、備蓄品の確認や消防団による消火栓や水消火器を使った
消火訓練の他、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使い方など、
いざという時の対処方法や備えについて確認が行われました。
　これから大気の不安定な季節になります。地震だけではなく
水害にも備え、いざという時の行動や備蓄品、情報収集手段※

などについて日頃から準備をしておきましょう。（※関連４頁）

　令和４年度 山梨県中学選手権大会・総合体育大会等で優秀な成績をおさめた押原中学校の選手たちが、顧問の先生方と
塩澤町長のもとを訪れ、全国・関東大会への出場を報告し、大会での健闘を誓いました。
　今年は、サッカー部、野球部（中巨摩選抜）、男子ソフトテニス部、女子ソフトテニス部、女子バレー部、男子卓球部、女子卓
球部、陸上部、水泳部、吹奏楽部が関東大会や西関東大会への出場を果たしました。さらに、サッカー部、女子ソフトテニス
部、陸上部、水泳部が全国大会へ出場するなど大活躍しました。

 押原中学校　全国・関東大会等で大活躍！

善意ありがとうございます
　７月 27 日、甲府商業高校同窓会昭和支部の
皆さまから金 10 万円の寄附をいただきました。
　温かな善意をありがとうございました。

　ソフトテニス女子個人では、天野さん、仙澤さんペアが
関東大会で県勢初となる優勝を果たし全国大会へ。ペア結
成４年目となるふたりは全国の大舞台で躍動し、見事準優
勝を果たしました。全国大会準優勝は県勢としては初めて
の快挙であり、新たな歴史を刻みました。

▲８月１日　全国・関東大会 出場報告会にて

　最後まで全力で泳ぎ切ったという八木野さん。
男子100メートルバタフライで54秒42の記録で
見事王者に輝きました。県勢男子としては27年ぶ
りの快挙でした。また、50メートル自由形でも準
優勝という素晴らしい成績をおさめました。

水泳部

八
や ぎ の

木野 航
こうへい

平 さん

女子ソフトテニス部

天
あ ま の

野 莉
り こ

子 さん（右）

仙
せんざわ

澤 叶
か な め

夢 さん（左）
『全国中学校 水泳競技大会』
【優　勝】
男子100メートルバタフライ

【準優勝】
男子50メートル自由形

『全国中学校
　　ソフトテニス大会』

【準優勝】
ソフトテニス女子個人

　全国大会を終えた３人の選手が塩澤町長のもとを訪れ、入賞を
報告しました。首元に輝くメダルを携えた選手のみなさんは、今回
の成績に満足することなく、高校やその先の大きな舞台での活躍に
繋げていきたいと語ってくれました。未来をしっかりと見据える瞳
は、力強く輝いていました。
　これからの皆さんの益々の活躍を期待しています。消火栓の使い方を説明する消防団（飯喰区）

AED（自動体外式除細動器）の使い方を学ぶ（西条新田区）

地域交流センターで開催した「公共施設のあり方検討会」

災害対策本部会議（役場別棟会議室）

～ ３選手が快挙！新たな歴史を刻む ～

水消火器を使った消火訓練
（飯喰区）
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本
校
の
発
祥
は
、
明
治
５
年
の
学

制
発
布
に
よ
り
西
条
・
押
原
・
伊
久

比
の
３
校
が
開
校
し
た
こ
と
に
遡
り

ま
す
。
そ
の
後
、
明
治
17
年
10
月
11

日
に
押
原
尋
常
小
学
校
が
開
校
。
そ

れ
以
来
、
同
日
が
本
校
の
創
立
記
念

日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

押
原
小
学
校
で
は
、
今
年
度
11
月

に
「
押
原
地
区
親
子
ふ
る
さ
と
探

検
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
稲
田
の

広
が
る
自
然
豊
か
な
昭
和
町
の
様
々

な
風
景
を
、
子
ど
も
た
ち
の
心
に
ふ

る
さ
と
の
景
色
と
し
て
刻
ん
で
ほ
し

い
。
そ
ん
な
願
い
も
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
校
舎
前
の
ビ
オ
ト
ー

プ
も
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
遊
び
場

と
な
る
よ
う
に
改
良
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
は
あ
り
ま
す
が
、
本

校
の
伝
統
が
、

新
た
な
輝
き

と
と
も
に
引

き
継
が
れ
る

よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

西
条
小
校
内
に
は
、
様
々
な
掲
示

が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
ん
な
中
思
わ
ず

足
を
止
め
て
見
入
っ
て
し
ま
う
掲
示

の
一
つ
に
図
書
室
前
の
掲
示
板
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
掲
示

板
は
お
よ
そ

縦
２
ｍ
×
横

６
ｍ
と
広
い

ス
ペ
ー
ス
が

確
保
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ

の
掲
示
板

い
っ
ぱ
い
に

い
つ
も
素
晴

ら
し
い
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
て
、

み
ん
な
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま

す
。
季
節
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
模

様
替
え
が
行
わ
れ
て
お
り
、
８
月
に

は
南
国
風
の
木
や
花
、
そ
し
て
、
色

鮮
や
か
な
魚
な
ど
海
の
様
子
が
描
か

れ
て
い
ま
し
た
。
ま
る
で
何
か
の
一

場
面
の
よ
う
な
雰
囲
気
で
、
物
語
の

世
界
に
い
ざ
な
わ
れ
ま
す
。
思
わ
ず

そ
の
ま
ま
図
書
室
に
入
り
た
く
な
り

ま
す
。

　

感
染
症
対
策
で
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と

な
っ
た
リ
モ
ー
ト
方
式
で
、
今
回
も

２
学
期
の
始
業
式
を
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
各
学
級
の
自
席
で
感

染
対
策
を
し
つ
つ
、
大
型
モ
ニ
タ
ー

を
見
な
が
ら
式

に
参
加
し
ま
し

た
。
ど
の
学
年

も
し
っ
か
り
と

話
を
聞
き
、
落

ち
着
い
た
態
度

で
臨
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
３
人
の
児
童
代
表
の

発
表
も
、
事
前
に
し
っ
か
り
と
行
っ

た
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
、
堂
々

と
し
た
も
の
で
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

第
７
波
の
行
方
は
ま
だ
ま
だ
不
透
明

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
感
染
症
と
熱
中

症
対
策
の
ダ
ブ
ル
ガ
ー
ド
を
丁
寧

か
つ
入
念
に
行
い
つ

つ
、
最
も
長
い
80
日

間
の
２
学
期
が
実
り

多
き
も
の
と
な
る
よ

う
、
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

７
月
の
避
難
訓
練
は
、
水
害
を
想

定
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

公
表
さ
れ
て
い
る
昭
和
町
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
ま
す
と
、
釜
無

川
が
大
雨
で
氾
濫
し
た
場
合
、
常
永

小
学
校
の
浸
水
深
は
1.5
ｍ
程
度
に
な

る
と
い
う
予
想
で
す
。
堤
防
が
決
壊

し
て
か
ら
浸
水
が
到
達
す
る
時
間
は

30
分
程
度
と
予
想
さ
れ
て
お
り
、
迅

速
な
避
難
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

１
階
の
教
室
の
１
年
生
は
２
階
の

廊
下
に
、
２
年
生
は
３
階
の
廊
下
に

そ
れ
ぞ
れ
移
動
す
る
こ
と
、
上
階
の

児
童
も
静
か
に
教
室
で
待
機
し
、
特

別
教
室
で
授
業
し
て
い
た
ク
ラ
ス
は

そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
教
室
に
静
か
に
戻

る
こ
と
、
点
呼
を
し
て
担
任
等
は
本

部
に
報
告
す
る
と

い
う
こ
と
を
中
心

に
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

　

初
め
て
行
う
訓

練
で
し
た
が
、
全

国
的
に
水
害
が
増
え
て
い
る
昨
今
、

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
今
後
も

備
え
て
い
き
ま
す
。

昭和町教育委員会（☎ 275-3737)

まな

はぐく

おし
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西
条
小
学
校

常
永
小
学
校

　
リ
モ
ー
ト
２
学
期
始
業
式
　
垂
直
避
難
訓
練
を
し
ま
し
た

　

本
年
度
、
押
原

小
学
校
は
県
教
委

よ
り
初
任
者
研

修
授
業
研
修
会
実

習
校
の
指
定
を
受

け
、
年
間
４
本
の

授
業
を
、
中
巨
摩
の
初
任
者
の
先
生

に
対
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

１
学
期
に
は
、
６
月
に
６
年
１
組

の
外
国
語
の
授
業
を
、
７
月
に
５
年

２
組
の
道
徳
の
授
業
を
公
開
し
ま
し

た
。
授
業
の
中
に
は
，
ど
の
よ
う
に

児
童
の
考
え
を
出
さ
せ
る
か
、
発
問

の
仕
方
や
、
授
業
の
流
れ
の
作
り

方
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
か
し
た
授
業
展
開

な
ど
、
初
任
の
先
生
方
が
学
ぶ
べ
き

ポ
イ
ン
ト
を
た
く
さ
ん
仕
掛
け
ま
し

た
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も
た

ち
が
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ
仕
掛

け
に
他
な
り
ま
せ
ん
。「
と
も
に
学

び
合
い
、
心
豊
か

に
た
く
ま
し
く
生

き
る
子
ど
も
の
育

成
」
を
目
指
し
て

教
師
も
日
々
学
ん

で
い
ま
す
。

◎
７
月
定
例
教
育
委
員
会
の
審
議

内
容（
８
月
承
認
の
概
要
）は
次

の
と
お
り
で
す
。

教
育
長
報
告
事
項	

•
７
月
実
施
四
校
会
の
報
告
に
つい
て

•
新
教
育
委
員
に
つい
て

•
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
把
握
につい
て

•
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
学
校
お
よ
び
生
涯
学
習
課
行
事

等
に
つい
て

•
教
員
の
働
き
方
改
革
と
多
忙
化
解

消
に
つい
て

•
清
水
新
居
区
の
甲
府
市
委
託
児
童

生
徒
制
度
の
廃
止
に
つい
て

•
中
学
校
休
日
の
部
活
動
の
地
域
移

行
に
つい
て

•
ふ
る
さ
と
教
育
の
推
進
と
し
て「
風

土
伝
承
館　

杉
浦
醫
院
」の
活
用

に
つい
て

•
令
和
５
年
成
人
式
の
新
名
称
に
つい

て 

他

生
涯
学
習
課
報
告
連
絡
事
項

•
生
涯
学
習
課
関
係
施
設
の
状
況

に
つ
い
て

学
校
教
育
課
報
告
連
絡
事
項

•
今
後
の
行
事
予
定
に
つ
い
て 

他

協
議
事
項

•
共
同
学
校
事
務
室
に
関
わ
る
学
校

管
理
規
則
の
改
正
お
よ
び
運
営

規
程
に
つ
い
て

初
任
者
研
修
実
習
校
と
し
て

押
原
小
学
校

押
原
中
学
校

教
育
委
員
会

学
校
創
立
記
念
日（
10
月
11
日
）

　

  

図
書
室
へ
よ
う
こ
そ
！

　

図
書
室
の
中
に
歩
を
進
め
る
と
、

読
書
を
し
た
く
な
る
工
夫
が
こ
ら
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
校
の
図
書
室
運
営

は
、
児
童
が
楽
し
い
と
い
う
気
持
ち

を
持
て
る
場
所
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
次
の
よ
う
な
３
つ
の
方
向
性
を

も
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

①
児
童
が
図
書
室
に
足
を
運
び
た
く

　
な
る
環
境
づ
く
り

②
児
童
に
と
っ
て
居
場
所
と
な
れ
る

　
図
書
室

③
教
師
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
図

　
書
室

　

本
校
の

図
書
室
に

は
テ
ラ
ス

が
併
設
さ

れ
て
お
り

と
て
も
素

敵
な
空
間

が
広
が
っ

て
い
ま

す
。
コ
ロ

ナ
禍
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
現
在
は
使
用
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
に
テ
ー
ブ
ル
や

イ
ス
を
置
い
て
、
児
童
が
思
い
思
い

に
読
書
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
ら

良
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

３
年
生
に
と
っ
て
部
活
動
の
集
大

成
と
な
る
夏
の
総
合
体
育
大
会
・
コ

ン
ク
ー
ル
等
が
開
催
さ
れ
、
多
く

の
生
徒
が
活
躍
し
て
く
れ
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
部
、
女
子
卓
球
部
、
女
子

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
が
優
勝
、
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
２
位
、
男
子
卓
球

部
が
３
位
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他

に
も
野
球
部
３
年
生
４
名
が
参
加
し

て
い
た
中
巨
摩
選
抜
チ
ー
ム
が
県
大

会
で
優
勝
、
吹
奏
楽
部
が
県
コ
ン

ク
ー
ル
で
金
賞
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ

県
の
代
表
と
し
て
関
東
大
会
や
西
関

東
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
ま
た
個

人
で
は
、
陸
上
、
水
泳
、
男
女
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
、
女
子
卓
球
の
選
手
が
関

東
大
会
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

関
東
大
会
で
は
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部
の
天
野
さ
ん
・
仙
沢
さ
ん
ペ
ア

が
優
勝
、
サ
ッ
カ
ー
部
が
5
位
と

な
り
全
国
へ
の
切
符
を
手
に
し
ま

し
た
。
全
国
に
は
つ
な
が
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
水
泳
部 

戸
松
さ
ん
が

1
5
0
0
ｍ
自
由
形
で
2
位
に
も
な

り
ま
し
た
。
す
で
に
県
大
会
で
成
績

を
残
し
全
国
へ
の
出
場
権
を
手
に

し
て
い
た
陸
上
部 

三
井
さ
ん（
走
幅

跳
）、
早
坂
さ
ん（
走
高
跳
）、
三
井

さ
ん
、
高
木
さ
ん
、
佐
藤
さ
ん
、
中

村
さ
ん
、
深
澤
さ
ん（
4
×
1
0
0

ｍ
Ｒ
）、
水
泳
部 

八
木
野
さ
ん
と
合

わ
せ
7
名
の
個
人
と
1
ペ
ア
、
1

チ
ー
ム
が
全
国
の
舞
台
で
躍
動
。
そ

の
結
果
、
八
木
野
さ
ん
が
1
0
0
ｍ

バ
タ
フ
ラ
イ
で
優
勝
、
50
ｍ
自
由
形

で
準
優
勝
。
天
野
さ
ん
・
仙
沢
さ
ん

ペ
ア
が
準
優
勝
と
、
押
原
中
に
と
ど

ま
ら
ず
、
山
梨
県
の
新
し
い
歴
史
を

つ
く
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
の
3
年
生
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
入

学
式
が
遅
れ
、
多
く
の
行
事
が
中
止

や
縮
小
さ
れ
、
部
活
動
に
お
い
て
も

多
く
の
制
限
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う

し
た
困
難
な
状
況
に
正
面
か
ら
取
り

組
ん
で
き
た
結
果
、
押
原
中
学
校
の

新
し
い
歴
史
の
1
ペ
ー
ジ
が
つ
く
ら

れ
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

押
原
中
に
新
し
い
歴
史
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